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◇介護や医療の制度が十分

理解されていない 
・訪問看護利用者に重症者が増え、夜間

対応、看取り等への対応が課題 

・住民に認知症が理解されていない 

◇家族の介護力や地域力が

低下している 
・民生委員に、高齢者の入院入所や認知

症に関する相談が増えた 

・人口減、高齢化で住民主体の活動が減

少している 

・介護保険サービスだけでは、在宅生活

に限界があるが保険外の支援が十分で

はない 

◆在宅ケアに関わる各サービス機関（居宅介護支 

  援・訪問看護・訪問薬剤管理・在宅医療・在宅歯 

  科等）への実態調査を実施し、各機関や職種の 

  課題が明らかになった 

◆医療と介護の連携のための情報等の一覧表を 

  作成することにより、連携の窓口が明らかになっ 

  た 

◆多職種連携の研修会等を通じて関係者間の顔 

  の見える関係づくりが進み、連携がスムースに 

  なった 

 

  

◆多職種・多機関の合同研修会や事例検討会により、 

   相互理解が進み、連携の取り組みが広がった 

◆地域ケアシンポジウムを開催し、住民向けに各種 

  制度の相談窓口や専門職の役割及び認知症の理 

  解を進めるための情報発信ができた 

 

   ・土佐長岡郡医師会主催の多職種による研修会 

    事例検討会等の研修会 のべ45回 
   ・各種団体主催の研修会  
   ・住民向け地域シンポジウムや住民座談会 

◆南国市・香南市・香美市に認知症等介護者の家 

  族会が設立され、本人への関わりから家族介護 

  者への支援が広がった 

◆社会福祉協議会と地域包括支援センターの協働 

  で住民参加による認知症等の啓発活動が活発に 

  なり、地域での認知症理解者を増やすことにつな 

  がっている 

◆地域包括支援センターと社会福祉協議会及び 

  中央東福祉保健所が地域の家族会やグループ 

  ホームの職員、高校生を巻き込んで、認知症を 

  正しく理解するための啓発素材となる「認知症よ 

  りそいカルタ」を作成 

 認知症キャラバンメイト 211人 （H24年度末） 

 認知症サポーター   4,370人 （H24年度末） 
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◆退院前カンファレンスについて調査を実施し、 

   実態把握と課題を整理した 

◆模擬退院前カンファレンスや実施状況報告会 

  を実施し、在宅スタッフの参加が進んだ 

 

   ・退院前カンファレンスに関する取り組み 

     H21：模擬退院前カンファレンスの実施 

     H22～：退院前カンファレンスの実施状 

          況報告会（のべ６回：８事例） 

 

  

◆患者と家族

の安心につな

がる退院前カ

ンファレンス

の推進 
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◆行政、専門

職、住民等の

連携による要

援護者支援の

仕組みづくり 

 

◆地域全体で

取り組む見守

りネットワー

クの構築 

◆「仕組みづ

くり」から

「住民が

QOLの向上

を実感する取

り組み」への

ステップアッ

プ 

 

◆住民への啓

発のさらなる

推進 

◇医療介護の関係者の連携

が十分でない 
・在宅ケアを支える多職種・多機関に互い

の役割や機能が理解されてきたが、その

機能が在宅サービスに活かしきれていな

い 

・在宅ケアを支える多職種・多機関が互

いに連絡を取りやすい仕組みづくりが十分

でない 

◇退院・退所に向けた取り

組みが十分でない 
・退院前カンファレンスに主治医をはじめ

患者に関わる全職種の参加が難しい 

・在宅側から施設側に対して、在宅患者

の情報が十分に伝わっていないので患者

と家族が安心して在宅生活を送れている

のかわからない 



  

  

  

目   標 

  土佐長岡郡医師会は 
・認知症や在宅医療に関するテーマで事例検討会、勉
強会を行います。 

・こうちオレンジドクター登録者を増やし、地域への周知

を行っていきます。 

  高知県薬剤師会香長土支部は 
・薬局で関わる患者さんや家族への認知症の啓発を
行っていきます。 

・薬剤師が実施する居宅療養管理指導を知ってもらい、

効果的な薬の服薬を勧めていきます。 
・在宅患者さん宅等での居宅療養管理指導を通じて、
困りごとを把握し、効果的な服薬につなげます。 

  南国市社会福祉協議会は 
・支援者間で連絡が取れる環境を整備していきます。 

・地域包括支援センターとの連携をより強化し、地域を

巻き込んだ認知症の体制づくりを共に進めていきます。 

  香美郡医師会は 
・こうちオレンジドクターや認知症サポート医、かかりつけ

医を関係機関や住民に周知していきます。 
・お薬手帳にケアマネジャーや施設の名前を記載し、連
携を深めていきます。 

  高知県歯科医師会土長南国支部は 
・多職種の方々との連携を密にして、歯科医師が認知

症の方々の口腔ケア及び摂食のリハビリテーションを実

施していきます。 

  高知県歯科医師会香美・香南支部は 
・かかりつけ医と連携して咀しゃく障害の改善に取り組み、

認知症の予防改善を行っていきます。 
・退院前カンファレンスに参加し医科歯科連携の強化を
進めていきます。 

  高知県看護協会東部２地区（山田・本

山・南国）は 
・看護協会が実施する認知症対応力向上研修への看
護職の参加を増やしていきます。 

・地域で行う認知症サポーター養成講座を紹介し、受

講を勧めていきます。 

  高知県訪問看護ステーション連絡協議会
東部ブロック会は 
・認知症の種類による特徴的な症状や治療についての
学びを深め、看護に活かしていきます。 

・事例検討会などへの参加を通して、多職種と顔の見え

る関係を築いていきます。 

  中央東ブロック介護支援専門員連絡協議会

は 
・主治医との顔の見える関係を強化します。 
・退院前カンファレンスに出席し、退院後の在宅ケアプラ
ンを本人・病院側に説明し了解を得ることに努めます。 

  南国市地域包括支援センターは 
・こうちオレンジドクター登録制度の周知を行います。 

・早期発見・早期対応に向けたツール（ＡＯＳ、ＤＡＳＣ）

を活用して、相談から医療へのつなぎを早めに行ってい

きます。 
・多職種連携の勉強会を実施し顔の見える関係づくりを
していきます。 

  香美市は 
・認知症支援について、関係機関と定期的な勉強会を

続けていきます。 

・認知症の早期相談体制づくりに取り組みます。 
・早期発見・早期対応に向けたツール（ＡＯＳ・ＤＡＳＣ）
を学ぶ研修会を実施します。 

 

  土佐長岡郡医師会は 
・認知症サポート医による住民に向けた認知症に関する
講演会、座談会などを行っていきます。 

・認知症サポーター、キャラバン・メイトの養成について協

力をします。 

  高知県薬剤師会香長土支部は 
・認知症サポーター養成講座への協力をして行きます。 
・地域ぐるみの話し合いの場へ専門職として協力していき
ます。 

  南国市・南国市社会福祉協議会は 
・認知症サポーター養成講座を地域包括支援センターと

連携して計画的に実施していきます。 
・家族会活動の周知と共に、支援を行い、介護者の介護
負担の軽減を図ります。 

・地域・関係機関での徘徊ネットワークづくりに向けた検討

会を開催していきます。 

  高知県訪問看護ステーション連絡協議会東

部ブロック会は 
・家族会の活動を知り、訪問看護利用のご家族に家族会
について情報提供していきます。                                  
・家族会の方にも訪問看護について知っていただく機会
を作っていきます。 
・行政や社協との連携が図れるよう、その役割・機能につ
いて学んでいきます。 

  香美市社会福祉協議会は 
・認知症サポーター養成講座を開催します。 

・軽度認知症の方を対象としたミニデイを開催し、介護者

の外出支援と負担軽減をします。 
・介護者の会（陽まわりの集い）で認知症を学ぶ場を提供
します。 

  ３市（南国・香南・香美）民生委員児童委

員連絡協議会は 
・民生委員として、認知症の正しい知識を身につけ、地域
での見守り活動につなげていきます。 

  中央東ブロック介護支援専門員連絡協議会

は 
・地域の方や多職種との連携についての研修を開催して
いきます。 

・地域で行う認知症の研修に家族が参加できるように支

援します。 

  香美市は 
・地域の状況に合わせた認知症啓発を進めていきます。 

・あったかふれあいセンター事業や介護予防事業と協働

し、認知症の方やその家族への支援を行っていきます。 
・認知症の方やその家族への支援のための社会資源情
報の取りまとめを進めていきます。 

  香南市は 
・企業や各種組織、学校を対象とした認知症サポーター
養成講座の開催を継続します。 

  地域ぐるみで 
・在宅での看取りや死生観について考える場をつくってい

きます。 

こうちオレンジドクター

はこのマークが目印で

す！ 

介護者家族会や高校生を
はじめ地域の皆さんと一
緒に作りました。 

  香南市社会福祉協議会は 
・地域で活動する関係機関等と連携を図り、地域の見守
り体制を整備していきます。 

  中央東福祉保健所は 
・認知症キャラバン・メイト養成研修を実施し、研修修了
者へのフォローアップに努めます。 

  香南市は 
・ケアマネジャーの勉強会を継続していきます。 

  南国市は 
・地域ケア会議の参加メンバーの拡充をし、医療情報の
充実を図ります。 

  香美市社会福祉協議会は 
・香美市認知症支援推進協議会へ参加します。 





 
 

  

 この認知症に重点をおいた地域包括ケアの推進（南国・香南・香美地域アクションプラン）は、下記の推
進協議会メンバーが協力して作成しました。ぜひ、各構成団体の関係者の皆さまや地域住民の皆さまに
ご一読いただいて、アクションプランの全体像とご自分が所属している団体の取り組みをご理解いただき、
病気や障害があっても、住み慣れた地域でその人らしく安心して暮らすことのできる地域づくりに役立てて
いただきたいと思います。なお、このアクションプランは、推進協議会において、毎年進行管理し改訂する
こととしています。 
 
                日本一の健康長寿県構想南国・香南・香美地域推進協議会メンバー一同 

     
   日本一の健康長寿県構想南国・香南・香美地域推進協議会メンバーの団体役職名 
土佐長岡郡医師会会長、土佐長岡郡医師会副会長、香美郡医師会会長、香美郡医師会副会長、高知大学附属病院地域医療連
携室長、高知県歯科医師会土長南国支部代表、高知県歯科医師会香美・香南支部会長、高知県薬剤師会香長土支部長、高知県
看護協会東部2地区（山田・本山・南国）地区理事、高知県訪問看護ステーション連絡協議会東部ブロック代表、中央東圏域栄養士
会代表、３市（南国・香南・香美）社会福祉協議会代表、３市（南国・香南・香美）民生委員児童委員連絡協議会代表、中央東ブロッ
ク介護支援専門員連絡協議会会長、南国市住民代表、香南市住民代表、香美市住民代表、南国市長寿支援課長、香南市高齢者
介護課長、香美市健康介護支援課長 
 

このリーフレットに関するご意見やお問い合わせ先  高知県中央東福祉保健所 地域支援室 
〒782-0016 高知県香美市土佐山田町山田1128-1 

TEL：0887-53-3171（代表）  0887-53-0298（直通）  FAX：0887-52-4516 
E-mail：130112＠ken.pref.kochi.lg.jp 

要支援者 


